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コミュニケーション行動評価概念と
社会的文化的背景＊
－辞書の語義記述に基づく語彙論的アプローチー
西鴫義憲
要旨
本稿で扱う対象は、コミュニケーション行動評価概念（Bewertende
KonzeptekommunikativenVerhaltens:ＢＫＫV）である。コミュニケーション
行動評価概念とは、たとえば「礼儀正しい」「生意気」など、コミュニケーショ
ンにおいて自分や相手などのコミュニケーション参与者の行動を評価する概念
のことである。これは、言語学において通常「丁寧さ（ponteness)」という用
語で言及される分野に属する。本稿の目標は、このコミュニケーション行動評
価概念の語彙論的研究法を素描することにある。まず、コミュニケーション行
動評価概念について概説し、その研究の一つの可能な方向として辞書の意味記
述を利用した語彙論的方法を提案する。つぎに、いくつかの例に基づき、この
方法の当該研究分野における妥当性および有用性を示す。さらに、コミュニケ
ーション行動評価概念とその社会的文化的背景との関連性について論じる。最
後に、コミュニケーション行動評価概念に関わるさまざまな問題点に言及し、
今後の研究の発展可能性を示唆する。
１．はじめに
人と人が出会うとき、そこには、何らかのコミュニケーション行動が生じる
可能性がある。その際に、どのようなコミュニケーション行動が選択されるか
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は、個々の言語共同体の状況（人間関係、場所など）によって異なる。コミュ
ニケーション行動は、個々の言語共同体で利用可能な言語的ないし非言語的手
段によって制御できる。このような手段は、コミュニケーションを実行しよう
という意志にしたがって､その目標に適合する形で戦略的に使用される｡また、
自分自身のあるいは他者のコミュニケーション行動をメタコミュニケーション
的に評価するための手段として、評価概念とそれを表示する表現がある。さら
に、コミュニケーション行動に影響を与える社会的文化的背景がその評価概念
形成に関与している。これらはすべて、いわゆる丁寧さ（ポライトネス）研究
にかかわる研究対象に属する。
本稿では、コミュニケーション行動評価概念（bewertendeKonzepte
kommunikativenVerhaltens(BKKV),evaluatingconceptsofcommunicative
behavior、以下ＢＫＫＶと略す）を表わす言語表現を扱う。このような概念を
どう研究すべきなのかは、採用される方法によって異なりうる。本稿では、後
述の理由により語彙論的手法を採用する。その手法を利用したＢ1画Ｖの研究
方向を素描するｐ・その後で、BKKＶ研究における語彙論的手法の有用性を例
証する。さらに、語彙論的手法を用いて、ＢＫＫＶを表わす言語表現が使用され
る社会的文化的背景の抽出を試みる。最後に、BKKＶ研究の問題点と展望を述
べる。
2.ＢＫＫＶｏＢＫＫＶ表現。語彙記述
2.1．ＢＫＫＶ
どの社会にも自分自身ないし相手のコミュニケーション行動をメタコミュ
ニケーション的に言語的ないし非言語的に評価する概念がある。これらの概念
の一部は､言語学分野の文献で、ドイツ語ではHbi，TmkeiA英語ではPclLitene弱、
日本語では「丁寧さ」という概念によってまとめられる。これらの概念は、異
なる二つの側面を持っている。一つは、これら三表現が翻訳関係にあり、各言
語の個別のコミュニケーション行動評価概念をまとめる理論的上位概念として
通用しているという点である。もう一つは、これらの概念は同時に、それぞれ
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の社会で特定のコミュニケーション行動を評価するためにも使われているとい
う点である。混乱や誤解を避けるために、上記の理論的上位概念に対しては別
の名称を導入したほうがいいだろう。そうすれば、HZulmbka広poLrtenesa
それに「丁寧さ」は、それぞれの共同体内で自分あるいは他人の特定のコミュ
ニケーション行動を評価する個別の概念として利用できるわけである。
このような方向で、コミュニケーション行動評価概念全般を表わす上位概念
を策定すべきであろう。そのような概念を本稿では、ドイツ語で生w色rtedb
Kbnz巳pteknmmzznikmti｢,■刀距rha"ens(BKKV)、英語でｅ｢,wajzIaZtingconcepZs
c1fcommunrbaｶﾞve6eha面、そして日本語で「コミュニケーション行動評価概
念」と呼ぶことにする2)。
2.2.ＢＫＫＶの表現
ＢＫＫＶそれ自体は概念なので直接的に分析することは不可能である。しかし、
分析の方法論的手段としてＢＫＫＶを表示する言語表現を利用することが可能
であろう。この方法を利用することによって、間接的にではあるが、ＢＫＫＶに
接近することができるわけである。語彙には、個々の言語社会で社会的文化的
に通用している「普通」ないし「通常」と見なされる概念、感情、思考法、習
慣などが沈殿していると想定できるからである。語彙と概念との間に特定の対
応関係が存在すると確実に期待できるなら、ＢＫＫＶを表示する語彙の辞書記述
を利用して、その概念には何が含まれるのか、またそれはどのような構造にな
っているのかについて明らかにできるはずである。
ＢＫＫＶ表現の語彙記述を利用して遂行される調査は、さらなるBKKＶ研究
のための基礎作業とも見なされる。
しかし、ここで注意しておかなければならないのは、ＢＫＫＶとその言語表現
は異なるレベルにあるということだ。というのも、それらは互いに独立して変
化を遂げてきているからである。ＢＫＫＶは、さらに、語彙化されているものと
語彙化されていないものの二つのグループに分けられる。したがって、両者は
注意深く区別して扱われなければならないだろう。
ＢＫＫＶ表現の語彙記述が概念に適切に対応しているかどうかは､その表現の
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使用条件について統計的な調査によって検証できる。そのような調査による研
究は、Yamashita(1996)、Nishijima(2000)に見られる。しかし、このアプロー
チに基づく研究については本稿では立ち入らない。
2.3.辞書の利用
ＢＫＫＶとBKKＶ表現との間に特定の関係があると期待でき、それを前提と
見なすことができるならば、ある言語の辞書の語義説明をＢＫＫＶの分析に利
用できるはずである。というのも、ＢＫＫＶ表現はすでに十分な形で（ないしは
十分すぎる形で）存在しているからである。
辞書の語義説明は、たしかに辞書編纂者によって異なることがありうる。し
かし、同じような時期に出版された辞書が複数あれば、それらに共通する語義
内容を見出すことができるかもしれない。それが可能ならば、その一致は語義
説明の内容が一般に通用する妥当なものであると判断することができよう3)。
通常､ＢＫＫＶの実態と辞書の語義説明の内容には多少の時間のずれが想定さ
れうる。それは､辞書編纂作業にはかなりの時間を要するからである。しかし、
ズレがあるにしても、著しくかけはなれているわけでもない。したがって、辞
書の語義記述は､ＢＫＫＶの実態およびその社会的文化的背景をおおむね反映し
ていると考えてよかろう（Reineltl995:Teil4)。このようにして、辞書の語義
説明を利用することにより、ＢＫＫＶとその社会的文化的背景や諸関連にアプロ
ーチしていくことが可能になる。
3．語義の感'肩的要素と規範的要素
3.1．語の三つの機能
上述のように、本稿ではＢＫＫＶ研究のために辞書を用いた語彙論的方法を
採用する。語彙論的方法としてBKKＶ表現の辞書記述に限定するのは、辞書
には､ＢＫＫＶに関係する重要な情報が記載されているからである。この意味で、
本稿の議論では、ヘルマンスが主張するドイツ語の語義における感情的要素お
よび規範的要素が参考になる(Hermannsl995:とくにＳ146-165)。以下では、
ａ９
Hermanns(1995)に基づいて辞書に記載される語義の意１床要素について説明す
る。特に断わらない限り、表示されている数字は、Hemanns(1995)の該当箇
所のページを表わす。
Ｋビューラーのオルガノン・モデルによれば、言語使用(パロール)は、叙述
機能、表現機能、訴求機能の三つの機能からなるが、これらの区分は、ヘルマ
ンスによれば､ラングのレベル､すなわち語義にもあてはまるという（S144ff.)。
これまでの言語学的研究では、もっぱら一つの機能、すなわち叙述機能にのみ
焦点が当てられ、他の機能については十分な扱いがなされてこなかった。ヘル
マンスは、辞書におけるこの二つの意味に注目し、分析している。以下では、
まずBKKＶ研究に関係する範囲でHermanns(1995)の語義説明を紹介する。
そして後続する節で、日本語のＢＫＫＶとその表現について論じる。
３２．ドイツ語における語彙化された感'肩
感情を記述する語彙や感覚語彙のほかに、感情の表出に使用されるタイプの
語が存在する。それに属するのは、たとえば、ｎね(zLm、Ｚｉｂｂ,giQ/bL壇などであ
る（S147f)。これらが適切な場面で発話された場合、これらの表現は、対象
や事態を表わすだけでなく、話者の感情をも表出することになるという
（Sﾕ48)。たとえば、Dasista6anZﾋｼ`jZm．（これはかわいいなあ）という文
が適切な場面で発話されると、話者は結果的に対象に対する自分の感情的態度
についても語ることになる。この文は、対象・事態を記述するだけでなく、話
者自身に関連づけられるのである（Ｓ148)。
こういった形容詞の使用の枠組みをヘルマンスはつぎのように定式化してい
る：「たとえば『ｘはＰである」（ｘはこの文の主語であり、Ｐは感情形容詞）
と言う場合、それによって、私がｘを観察しそれについて考えるとき、私はこ
れこれの感情を抱いているという内容をｘがもつと言うことになる」(Ｓ148)。
したがって、これらの形容詞は、話者の感情的態度を表現するという意味で感
情を表出させる感情形容詞とみなすことができる。
類似のことは、名詞や動詞にも見られる。本稿では、紙幅の都合で、２，３
の例を挙げるにとどめる（S150f）：
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罵倒名や愛称：SahezIsaI:DasZgteZzm5bhezJsaL（それはとんでもないやつだ）
sbha趣:、u砿teiIZsbhazhz（おまえはかわいいやつだ）
動詞（慣用表現として）：
、as企ezmmbh．（うれしい)、DastuzmなjblztZ（残念だ)4）
特定の感情を表現するために使われるこれらの語彙は、ヘルマンスによれば、
語彙化された感情を表わすものである。
3.3．ドイツ語における語彙化された規範
3.3.1規範語彙・
ヘルマンスによれば、意味論的に記述的であると同時に規範的要素も含む語
彙もあるという。規範的というのは、ここでは当該社会で一般的に認められる
意志ないし当為の意味である｡このような規範的要素を意味として持つ語彙は、
対-話相手に対して訴求するのに利用される。それをへルマンスはテーゼの形で
つぎのようにまとめている：「聞き手がすべきことに関して言明された規範は、
聞き手がそれをなすよう話者が欲していることに関して言表された意図にほか
ならない｡」（Ｓ156)。
このような規範語彙に属するのは、ヘルマンスによれば、HzitHht（義務)、
罪6ｏｚ己、（望ましい)、”zbozEm（禁止)、金zsch（間違い)，mbh鱒(正しい）
などである。たとえば、asおｔだ"tdDzneHzich止(それはいまやお前の義務だ）
は、ヘルマンスによればDassozzgtQJHmn.（それをしてもらおう）を意味する
という（Ｓ156)。
その他に、さらに二種類の語彙がある。規範が語義の一部として記述されて
いるものと規範が形式として文法化されているものである。
3.32語彙に記述された意味としての規範
ｚﾉh｣lmaut(雑草）と［ﾉhg色Zr巳１粒.(害虫）は、ヘルマンスによれば、義務が語
義の一部として記述されている語彙である（S157f)。このような語彙には、
語義に規範的要素が含まれているとされる。Ｚﾉhkzlazztの辞書定義では、ヘルマ
ａＺ
ンスによれば、「植えられた植物の間に野生で成長した植物［であり、その成長
を妨げる]」（ＤＵＷ）５）となっている。DasigteinZﾉhkz1auf（これは雑草だ）
という文が発話された場合、ヘルマンスによれば、「それは、引きちぎる、もし
くは何とかして根絶してかまわない、いや、そうすべきだ」という内容を表わ
すことになる（Ｓ157)。
3.3.3．文法化された意味としての規範
このグループに属するのは、形式的に「規範」という意味内容を作り出す言
語的手段である。たとえば、DerHD]a6ezigtzzLZbbenという文は、「ｚｕ不定詞
十sem」という文法形式により「可能」と「当為」の二つの意味をもつ。後者
については、DerHG]a6esclz/罪わ6ｔｗＥｌｍ/巴､.（その男の子はほめられるべきだ）
と同義であり、義務的な意味要素であるsO1YDnが文法化されて意味に組み込ま
れているという（Ｓ158)。同様に、wEr4-wZmjBig;-beGLiziZlgz℃ifbaz;ＺｉＥｈ
といった接尾辞をもつ形容詞も、受動分詞的な形容詞と見なされる(S159f)。
３４多機能語
既述のように、対象の記述的な要素と感情的要素ないし記述的要素と規範的
要素をその意味としてもつ多機能語が存在する。それ以外に、記述的要素、感
情的要素、規範的要素の三つをその意味としてもつ三重語もあるとヘルマンス
は見ている。たとえば、Dhg1ezr巳zもｒ（雑草）は、そのような例の一つである。
この語は、記述的であり、感情的でもあり、また規範的な意味をもつ語でもあ
る。DasistemDhgpziBzもz:といった文は、したがって、ヘルマンスに言わせれ
ば、単に対象について叙述するだけでなく、話者の対象に対する否定的な感情
を表出し、さらに聞き手に話者はその対象を根絶させたいと訴えることになる
（S158f)。
4．曰本の対応表現
41．日本語の語彙化された感'情
日本語にも、記述的要素と感情的要素をその意味として持つ語彙がある。「か
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わいい」は、その－つである。『広辞苑』６）によると、「愛すべきである。深い
愛情を感じる｡」や｢小さくて美しい」と意味が記載されている（581ページ)。
「このバッグ､かわいい！」という文が発話されると、この文は、「このバッグ」
によって言及される対象について何かを叙述するだけでなく、同時に話者の肯
定的な感情態度を表出することになる7)。
「やさしい」は、コミュニケーション行動を評価するために使用される表現
でもある。この語は、『広辞苑』によれば、「周囲や相手に気をつかって控え目
である。つつましい｡」（S2678）という意味である。ここで注意しておかなけ
ればならないのは、ドイツでは「控え目」な態度は、一般に、陰険な態度と否
定的に解釈されてしまう恐れがあるが、日本では逆に「控えめ」は肯定的に評
価される。たとえば、ある人物について、「あの人はやさしい」と言うことがで
きるが、その文の意味は、対象人物を叙述するだけでなく、その人物に対する
話者の肯定的な感情をも同時に表出している。
4.2日本語の語彙化された規範
421.語彙の意味として記述される規範
記述的要素と規範的要素を意味としてもつ語彙も日本語に存在する。「出し
ゃばり」はその例の一つである。この名詞は、動詞の「出しやばる」の派生語
である。「出しやぱる」の意味は、『広辞苑』によれば､「出るべきでない場合に、
さしでる。ですぎる｡」である（Ｓ1829)。「出るべきでない」の「－べきでな
い」はおおよそドイツ語の、とhtsclZ/、もしくは、錘ｔ`ｆｚｍｔｌｎに相当する。
「出しゃばり」を含む例文：「あいつは出しゃばりだ｣。この文は、「あいつ
が好んで差し出がましい行動をとる」ということを述べるだけではない。同時
に、「あいつには黙っていてもらいたい」「あいつはここにいるべきではない」
という意志や当為に関わる意味も含む。
4.22文法化された意味としての規範
日本語においてもドイツ語と同様に、形式的に意志や当為という規範的意味
が認識できる表現がある。「礼儀正しい」はその－つである。この語は、「礼儀」
ａヲ
と「正しい」の複合語である。「正しい」は、この表現では、規範的意味の接尾
辞の役目をもつ。「礼儀正しい」はたしかに、「礼儀にかなった」を意味するこ
とになっているが、「礼儀」自体の内容は現在ではもはや明確ではない。したが
って､｢礼儀正しい｣は意味の空虚化によって今や｢人との付き合い術(つまり、
形式的な付き合い方）にしたがって」という意味になる。
規範的と見なされる他の表現や接尾辞の一部は、意味によってつぎのように
リスト化可能である8)：
【望ましい、必要］
すべき
好ましい
望ましい
願わしい
されたい
ふさわしい
相応
【規範にしたがった】
にかなう
にしたがう
JTFしぃ
【規範に反して】
を欠く
に反する
にそむく
にはずれる
にもとる
6４
【役割に応じる】
らしい
【役割に反する】
くせに
なのに
だけど
だてらに
日本語には、興味深いことに、つぎのような規範的な接尾辞がある。それら
は、ある特定の状況において自分の役割にしたがって、もしくは、特定の状況
において自らの役割を考慮することによって行動することが日本では期待され
ているという事態を反映していると思わせるものである。たとえば、ある女性
がある場面で、自らの役割や地位にしたがってコミュニケーション行動をとっ
た場合、それは、「女らしい」と肯定的に評価される。そのように振舞わない場
合は、場合によっては、「女だてらに」「女のくせに」といった評価をくだされ
てしまうことがある｡こういった表現は､日本では今日でもなお使われている。
このような表現に対して距離を置くことはまだ十分になされていない。その意
味で、時代の考え方に対応した価値転換は言語表現のレベルではまだ起きてい
ないと言える。
4.3.多機能語彙
既述のように、日本語においても意味の一部として記述的要素および感情的
要素をもつ多機能語（たとえば、「かわいい｣）もあるし、また、記述的要素と
同時に規範的要素を意味としてもつ多機能語（たとえば、「出しゃばり｣）もあ
る。それ以外にさらに、記述的要素、感情的要素、規範的要素の三つを意味と
してもつ三重機能語も存在する。たとえば「生意気」がその例となろう。
「生意気」は、『広辞苑」によれば、「なまじいに意気がること。年齢・地位
に比して、物知り顔をしたり差し出でがましい言動をしたり、きざな態度をと
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ったりすること。こしゃく」という意味である（Ｓ1997)。
「生意気」という語を伴う文を挙げるとすると、たとえばつぎのようにな
る：「あいつは生意気だ｣。この文は、「あの人は、目下にもかかわらず、介入し
てくる人だ」という内容を表現するだけではない。同時に、当該人物に対する
話者の否定的な感情的態度を表現している。さらに、この文から、「あの人は、
黙っているべきだ」や「ここにいてもらいたくない」といった意志ないし当為
という規範的な意味を引き出すことができる。
5.語義研究の前提と語彙意味論の目標
5.1．語義研究の前提
すでに見たように､語彙の中には､ＢＫＫＶ研究に役立つ重要な情報が存在す
る。その情報を利用して、辞書情報を利用したＢＫＫＶ研究では、少なくとも
次の諸点を前提とする。
1）個々の言語には、ＢＫＫＶを表示する語彙がある。そのような語彙は、そ
れぞれの言語の辞書に記載されている。
2）同時期に出版されたさまざまな辞書についていえば、それらの語彙の意
味記述間に理想的には顕著な差が存在しない。
3）語彙の語義記載において、個々の言語社会がコミュニケーションのため
に前提としている社会的･文化的関連や背景が沈殿ないし堆積している。
4）意味論的に互いに関連しあうBKKＶ表示語彙は、つぎの三つの視点か
ら特徴づけられる。
4-1)機能：記述的、感情的、規範的（意志・当為）
一つの語は、一つの機能だけに関係しているのではなく、こつ
ないし三つの機能と関係していることがある。
4-2)評価：肯定的（＋)、否定的（－)、中立（＋－）
語義に含まれる感情的部分は、通常、価値と関係する。対象・
事態・人物を中立的にながめることはめったにない。それらを
6６
われわれは、特定の感情をもって見ているのだ。そのため、語
は、感情的に肯定的もしくは否定的に刻印されている。このよ
うな評価は、感情的・規範的機能も関係している(vgL
He7rnaTmsl995）
4-3）個々のコミュニケーション上のできごとの中で当該人物の関
連する点
・性別（男一女）
・年齢（年上一同輩一目下）
・権威・権力（支配・同等・下位）など。
もちろん、関与事項の中でさえ違いある。たとえば、どのよ
うな基準によって決定されるかという観点である。
5.2.語彙意味論の目標
上節51.で提示した語義の取り扱いに関わる前提に基づいて、語彙記述によ
るＢＫＫＶ研究に共時および適時の区分に応じて二つの目標が設定できる。
521共時的側面：スカーラによる記述
上述の定義を考慮すると、言語間の対照研究にも利用可能なスカーラに基づ
くＢＫＫＶ表現の記述ができるだろう。その際想定されているのは､どのＢＫＫＶ
表現にも最低一つの反意語があるということだ。意味論的に対立する二つの
BKKＶ表現では、メタコミュニケーション的な基準として、それぞれカテゴリ
ーが設定されなければならない。そのカテゴリーは、あるコミュニケーション
行動を肯定的かあるいは否定的かの判断が下せる基準を提示するものである。
もしある行動が期待以上に肯定的過ぎる場合、つまり、ある種の肯定的価値
を強調しすぎる場合、その行動は、逆に否定的に評価されることになる。一つ
一つのスカーラの否定的な極には、したがって、否定的に評価される二つのタ
イプの項目が記述されることになる｡すなわち､あるカテゴリーについて､1）期
待よりもその程度が低い場合および２)期待よりもその程度が高すぎる場合で
ある。この関係をスカーラを利用して描くと下記のようになる，)：
６７
スカーラ
否定的標示'）←[ｶﾃｺﾞﾘｰ]→肯定的標示し鶯一)）*否定的標示2）
スカーラの中央には、ＢＫＫＶのカテゴリーが置かれ、その両端に否定的標示
と肯定的標示が配されている。このスカーラは、つぎのように構造化される：
a）スカーラは２つの極からなる。ｂ）スカーラ上で肯定的と標示される語
は「中立」と見なされる。ｃ）個々の社会での肯定的に標示される行動はコ
ミュニケーション行動の際の良好な協調様式と見なされる｡d）そのような
良好な協調様式は通常、無意識的にそれぞれの社会でなされるし、また期
待されてもいる。
相互行為のこのような協調様式は、個々の社会での通常性と関わる。通常性
とは、当該社会で「当たり前｣、「普通」と見なされる事態が生じている場合の
性質のことである（協調と通常性については、Marui(1996)および丸井(2006）
が詳しい。なお、西嶋(2005)も参照)。上記のようなスカーラのモデルを作り上
げることは、BKKＶ研究の第一の目標である。
5.22通時的な側面
さらに、ＢＫＫＶの通時的側面に焦点をあてることができる。それによって、
ＢＫＫＶの歴史的変化を明らかできるわけだ。ある特定の時期に出版された複数
の辞書を利用して、ある特定の時代における意味論的に互いに関係している語
彙の語義記述を別の時代のそれと比較すると、特定の語の意味記述が変化した
場合、意味構造自体に何か生じたのかをそこから明らかにすることができる。
それによって、ＢＫＫＶの通時的側面とその社会的文化的事情に取り組むことが
可能となる。これが、ＢＫＫＶ研究の第二の目的である。
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6.BKKＶ表現の記述例
6.1．スカーラ上に提示される意味関係
本稿で言及した語彙はすべて付録のリストに挙げられている。リスト上の語
彙は、体系的に集められてはいず、「広辞苑」を利用していわば芋づる式に探し
出したものである。同時に、行儀作法に関する文献（たとえば、成美堂出版
1991）で頻出する語彙も考慮されている。語彙がグループ化されるカテゴリー
は、もっぱら筆者の語感に基づいているので、その意味では客観性にかける嫌
いがある。この意味で、本稿の記述は、当然ながら今後の調査へ向けた予備作
業として見なされるべきであろう。
巻末のリストに挙げられている語彙は、グループごとにまとめられている。
その中から、１語が取り上げられ、スカーラに記述される。互いに関連する語
彙からなるスカーラは、筆者の語感にしたがって仮に描かれている。ここで挙
げられた例は、たしかに日本社会において通常性を構成しうるカテゴリーのす
べてではなく、むしろその－部にすぎない。しかしながら、そのようなスカー
ラは、日本社会においてコミュニケーション行動の評価の際の基準として重要
な役割を演じるものと仮定されている。
＊
＝カテゴリー「*し儀」＝
カテゴリー「礼儀」では、コミュニケーションにおいて従わなければならな
い形式的手続き（儀礼）が問題となる。「無礼」は「礼儀正しい」の反意語であ
る。「礼儀正しい」は、すでに述べたように、「コミュニケーションの形式的手
続きにしたがって」といった意味である。ある特定の状況において期待した以
上の「礼儀正しい」行為がなされた場合、それはたとえば否定的に「態勲無礼」
と評価されることがある。そこでは、「礼儀正しさ」が強調されすぎていて否定
的な解釈をうける。このような関係は、つぎのようにスカーラ上に表わすこと
ができる：
５９
（否定的）（肯定的）
｢無礼」１）く［礼儀］〉「礼儀正しい」
＊「態勲無礼」２） に了。）
＝カテゴリー「配慮」＝
カテゴリー「配慮」では、「他者への配慮を示す」という事態がかかわる。「不
親切」は「親切」の反意語である。「親切」の意味は、「配慮が行き届くこと」
である。こういった語彙では、他者に対して共感をもって何か友好的なことを
するかどうかが問題となる。したがって、このスカーラの中央部にカテゴリー
として「配慮」を設定した。期待以上に「親切」な行為がなされた場合、それ
は否定的に評価され、「おせっかい」と見なされる。これをスカーラを利用して
表わすと、つぎのようになる：
（肯定的）
－｢親切｣にロ）
（否定的）
｢不親切」１）く［配慮］
＊「おせっかい」２）
＝カテゴリー「親しさ」＝
ここでは、心理的な距離の近さが問題となる。「親しくない」と「よそよそ
しい」は「親しい」の反意語である。「親しい」は、「心理的な距離が近い」と
いう意味である。期待よりも「親し」すぎる行動をとると、否定的に「なれな
れしい」と評価される。この関係をスカーラで描いてみよう。
（肯定的）
[親しさ］－＞「親しい」
（否定的）
｢親しくない」１）←
｢よそよそしい」１'）
＊「おせっかい」２）
ほこ）
｢よそよそしい」は、親密な関係にあるのに心理的に距離をおいて接する場
、合にそのように評価される。なお、「なれなれしい」という表現に関連して、「親
しき仲にも礼儀」という慣用句がある(南ほか2006)。
＝カテゴリー「素直」＝
カテゴリー「素直」では、他者から言われたことに従う態度が問題となる。
「逆らう」は「従'11頁」の反意語である。興味深いことに、期待しているよりも
より「従順」に行動した場合、否定的に評価する適切な語彙がないようである
'０)。これが示唆するのは、期待以上に従順に振舞った場合、それを否定的に評
価する習慣が日本にはないということである'1)。このカテゴリーのスカーラは
つぎのようになる：
(肯定的）
｢従順｣(-J二二）
（否定的）
｢逆らう」１）く［素直］
＊？「へつらう」２）
＝カテゴリー「わきまえ」＝
このカテゴリーでは、人それぞれの社会的地位や役割に応じて何をすべきか
を知っていることが問題となる。「生意気」は、「わきまえがある」の反意語と
見なされる。「わきまえがある」は、自分の社会的地位や役割を意識して何をす
べきなのかを知っていることを意味する。期待以上に「わきまえ」がありすぎ
る行動をとった場合、それを否定的に表現する適当な語彙が現代日本語にはな
いようである'2)。
（肯定的）
｢わきまえがある」
（否定的）
｢生意気」１）－[わきまえ]－
＊？「お上品ぶる」２） ）(~二
6.2.社会的文化的背景に関する仮説
最後に挙げた二つのスカーラからおそらく読み取れるのは、一般に日本では
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他者（とりわけ、年上や目上）の意見に対して何も発言すべきでないという規
範であり、しかもそれは期待され、なおかつ肯定的に評価されるということで
ある'3)。この仮説は、社会的に下位の地位にありながらも、目上の人とは異な
る意見を言わなければならない場合の前置きとして発せられる｢お言葉ですが」
や「僧越ながら」といった決まり文句によって支持されるだろう'4)。
スカーラにおいて「期待以上にする」という位置にくる語は、感情面で否定
的な意味をもつばかりでなく、規範的に否定的な意味ももつのである。
6.3．「丁寧」の語義説明の歴史的な変化
「丁寧」という語は、『日本国語大辞典』によれば、古代中国において軍隊
が警告や案内をするときに使用された楽器の名称に由来するようである。そこ
から、注意深さや慎重さといった意味が引き出されたわけである。今日でもな
お、この語は社会的相互行為の評価のために利用されるし、また、そのため日
本語のＢＫＫＶ表現にも属する。これは、現代では、大雑把に言えば、関係に
おいて慎重にそして儀礼に応じてといった意味である。
Nishijima(1995)では、１００年間での「丁寧」の歴史的な語義変化をおおよ
そ１９世紀末と２０世紀末にそれぞれ刊行された国語辞典の語義情報を比較する
ことによって調査し、その理由の説明を試みている。
１９世紀末の「ていねい」の意味は、当時の３冊の辞書15)に共通して現われ
る説明語句は、「懸勲」「ねんごろ」「しんせつ」「丁重」「手厚い」であった。こ
れらの語は、大雑把に言えば、「個人的関係における丁重さ」とまとめることが
できよう。他方、現代の「ていねい」はどうであろうか。現代の３冊の辞書に
共通している説明語句は、唯一「礼儀正しい」だけである’6)。「礼儀正しい」
は、すでに上で述べたように、本来、字義通りには「儒教の規範にそった」と
いう意味になるが、今Ｒでは、むしろ「形式的儀礼や行儀にかなった」という
意味をもつにすぎない。上記の比較によって、「ていねい」の意味は、１００年間
でかなり変化していることがわかった。しかも、「ていねい」の新旧の意味は、
それぞれ異なる次元にあり、かつては、「ていねい」関連語彙と「礼儀正しい」
は別々に取り扱われていたこともわかっている'7)。
Z２
この変化を図式的に対照すると次のようになる
１９世紀末前後 20-世紀末前後
丁寧 騨勲・ねんごろ・しんせつ 礼儀正しい（下を見よ）
丁重.手厚い
[個人的関係］ i規範的Ｉ
礼儀正しい 儒教的な儀礼形式にしたがって (意味の空虚化による）
儀礼形式にしたがって
l規範的Ｉ l規範的］
表１「丁寧」と「礼儀正しい」の意味変化
この比較から推測できるのは、「ていねい」の古い語義に含まれていた個人
的な要素は規範的な要素によって置き換えられているということである。これ
は、近代統一国家としての日本国設立の際の社会構造の変化が個人間の関係に
影響を与え、その結果、それが語義に反映したからであろう（Nishijimal995：
215f)。この語義変化は、社会構造の変化、すなわち、社会的文化的背景の変
化によって左右されることの一つの例となりうる'8)。
7．おわりに
これまでに挙げた例からわかることは、BKKV、BKKＶ表現、社会的文化的
背景の間に特定の関係が存在し、語彙意味論は、ＢＫＫＶの抽出に役立つという
ことだろう。従来、ＢＫＫＶ研究では、残念なことに語彙調査にはほとんど関心
が向けられてこなかった。語彙意味論といったような辞書情報をたよりとする
研究はＢＫＫＶの研究に貢献するものである。上での分析の試みは、日本語
BKKＶ表現からある特定の傾向を導き出すことに成功している。
２０世紀末
態
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もちろん、まだ解決しなければならない問題は山積している。今後の研究の
ためにここではそのうちのいくつかを簡単に説明しておく。
(1)スカーラ
日本語には当該の人物との関係を語義の重要な一部として語彙化している
表現が多い。たとえば、「生意気」は、すでに見たように、社会的に上位にある
人物が社会的に下位にある人物を否定的に評価する表現である。社会的に下位
にある人物のコミュニケーション行動を規範的に評価するＢＫＫＶ表現も日本
語には同様に多い。６で傾向として仮定したのは、他者（社会的上位者）の考
えにさからった行動をすることは日本では期待されていず、むしろ通常でない
事態と見なされるということであった。しかしながら、これはまだ十分明確に
なっていない。まずは、体系的に広範囲にわたってＢＫＫＶ表現を収集し、語
彙論的に分析する必要があるだろう。つぎに、語彙分析で得られた仮説を統計
的に調査し、検証することが要請される。
「通常」と見なされるものは、社会によって異なるだろう。この観点からす
ると、日本とドイツとの間にきわめて明確な違いがあると想定される（丸井
(2006)を参照)。
(2)重要なストラテジー：影の側面
コミュニケーションにおける一種のストラテジーとして、本来使うべき適切
な語とは異なる語をあえて用いることができる。他者のコミュニケーション行
動を評価するために、中立的な立場として「異なる意見を言う」という表現で
はなく、たとえば「生意気」という語を意図的に使った場合、それは、ストラ
テジーとしての使用であり、それによって、当該の行動を目上の立場から否定
的に評価することになる。「生意気」が使用可能なのは、その場での通常性が目
上の立場を基本としているからである。「通常性｣が公平性と直接的に関わって
いないので、コミュニケーション参与老ごとに肯定的側面と否定的側面の両面
が生じてしまう。これは､ＢＫＫＶの影の側面を研究する領域になる(Yamashita
7型
1996,MaruieraL1996を参照)。
(3)地域的なバリエーション
ＢＫＫＶ表現の意味ないし使用条件は、それが使用される地域(都市部や農漁
村部）によって異なることがある。そのために、それぞれの地域でＢＫＫＶ表
現がどのように使用されているのかも分析することが必要である。たとえば、
｢やさしさ」は都市部と農漁村部ではその用法に違いがあることが予想される
(大平(1995)を参照)。
(4)スピーチアクト研究
「義務論的な意味をもつ名詞、形容詞、動詞は、発話内行為的意味の生成の
構成要素としてはこれまで注意が払われてこなかった」とヘルマンスが適切に
述べているように（Hermannsl995:163)、この洞察の方法論上の意義は、た
とえば「おまえは出しゃばりだ」という発話における発話内の力を部分的にも
説明できるという点にある。すなわち、この文は、単に「あちこちにくちばし
をつっこむ」といった意味を伝えるだけではない。さらに、「どこでも口を挟む
な」ないし「だまっておくんだ」といった意志・当為にかかわる規範的な意味
をももつ。このような発話行為は、「出しゃばり」という語の語義に由来すると
説明できる。
規範的意味をもつ表現の中には､既述の語(名詞､形容詞､動詞）のほかに、
決まり文句、慣用句、句、文がある。規範的な意味をもつ（場合によっては同
時に感情的な意味を伴うこともある)、こういった表現を用いて､発話内行為を
生成することができる。「何様だと思っているのか」は、非難に使われる-種の
決まり文句である。この決まり文句は、その意味として規制的意味をもつ－つ
の語として機能しているわけである。決まり文句としての「しつけ言葉」につ
いては、Nishijima(2006）がその一部を分析している。
今後は、これらを抱括的に捉える理論的枠組が必要となる。
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kommunikativenVerhaltens（BKKV）undsozialeundkulturelle
Verh月itnisse．－Ｅｉｎｌｅｘｉｋ円lischerAnsatz円nhnnddersemantischen
BeschreibunginLexika-・Ｉｎ：『金沢大学教養部紀要人文科学篇』第３３
巻第２号,1996,155-178.
1）女性が語彙においてどのように差別された記述のされ方をしているかにつ
いて国語辞典を分析するという手法によって明らかにしている研究には、言
葉と女を考える会編(1985)がある。
2）この表現のかわりにこれまで「conceptsofcommunicativevi此ues(CCV)」
とその翻訳「KonzeptevonkommunikativenTugenden(KKT)」「コミュニ
ケーションに関する徳の概念」という上位概念を用いてきた（Nishijima
l995,Maruiefall996)。ドイツ語表現や日本語表現に含まれる「Tugend」
や「徳」は、宗教的ないし道徳的にバイアスがかかっているので、誤解を招
く可能性がある。その意味でコミュニケーション行動の研究には適切である
とは言えない。したがって、われわれの共同研究においては、「Bewertende
KonzeptekommunikativenVerhaltens(BKKV)｣という上位概念を案出し、
それを使うことにした。ちなみに、ＣＣＶという英語概念は問題なく使うこ
とができる。なぜなら、「virtue」という語は、ネイテイヴ･スピーカーに対
するアンケートによれば､宗教的な意味合いはほとんど含まれていないとの
ことである。したがって､英語の上位概念のＣＣＶは今後も使うことがある。
この点に関する詳細は､Reinelt(l995LYamashita（1996),MaruietaL
（1996)を参照のこと。
3)語彙調査の前提は、そのような一致があるということである。
4）関連して、対人行動評価に関わる別の例を挙げておこう：imAz1schseinと
qBibHbsevUuYha6enなどである。これらの使用は、その言語を母語としない
外国人には困難がともなう。
5)ＤＵＷとは、Dud巴、ZﾉhivEl窪1W亡r極6Ⅲcｈ（ドイツ語ユニバーサル辞典）の
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ことである。
6）『広辞苑』は、日本でよく知られている標準的な実用国語辞書であり、国語
辞典の代名詞的存在でもある。それは、同様の読みをもつ漫画（『コージ苑』）
が出版され、カリカチュアされるほどである。相原コージ編『コージ苑』（第
１版および第２版,小学館,1987/1988)を参照。
7）たとえばドイツ語対応表現「niedlich」「nett」「hijbsch」はアイロニーとし
ての意味ももちうる。
8）それぞれの表現には、対応する訳語を付してある。しかし、一対一対応して
いるわけではない。
9）このスカーラは、最初にYamashita(1996)で提出された記述法である。本稿
では、それに少し手を加えて採用した。つまり、カテゴリーという概念を付
け加えることにより、このスカーラ上で中立として見なされるものを明確す
ることができるようにした。また、あるカテゴリーにおいて期待以上にプラ
ス方向に積極的に行動すると否定的な評価をうけるが、それは、本稿ではプ
ラス極からマイナス極につながるような形式で記述することにした。
10）「へつらう」「ぺこぺこする」「ごまをする」といった語彙は、たしかにこ
こに該当すると言えるかもしれない。しかし、このどれもが私には適切であ
るとは思えない。もちろん、カテゴリー「素直」において期待以上にプラス
方向に積極的に行動した場合に使われうる文は存在する。たとえば、「そこ
まで自分をばかにしなくても」がそれの例と言えるであろう。この例は、九
丼一郎氏（高知大学）に指摘をうけた。記して感謝する。
11）ドイツ語翻訳では好意的な解釈でも「バカ」とみなされるし、アイロニー
ないし侮辱、さらには'１削りとさえ解釈されることもある。
12）テクストレベルでは、それにかわる文を想起可能である。つまり、日本語
には、カテゴリー「わきまえ」において期待以上にプラス方向に積極的に行
動する場合、それを語彙化した表現がまだないのである。
13）日本では、「礼儀(正しい)」と「気配り」は重要な概念と見なされている。
それに対してドイツでは、「Freundlichkeit」がコミュニケーションにおい
て重要視されている｡この点については､Hermanns(1993),Nishijima(2000)，
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Yamashita(2003)を参照のこと。
14)寿岳(1985)ではそのような表現が挙げられている。
15）『日本辞書言海』、『帝国大辞典』、『日本大辞典ことばの泉』
16）『日本国語大辞典｣、『日本語大辞典』、『広辞苑』
17）この意味で、説明概念「ていねい」は問題があるといえる。これについて
は、注2)を参照のこと。
18）ドイツ語の「H6Hichkeit」に関する同様の歴史的分析についてはEhlich
（1991）とReinelt（1995)を、ドイツ語の「Freundhch」については
Hermanns(1993)，Nishijima(2000)，Yamashita（2003）を、英語の
「politeness」についてはWatts(1992)をそれぞれ参照のこと。とりわけ
Reinelt(1995)では、ドイツ語辞典を利用した同様の方法を用いて
「H6flichkeit」の意味変化を明らかにしようと試みているが、そこでは意味
変化は、コミュニケーション行動の歴史的変化の一部として生じたと説明さ
れている。
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付属薑料
コミュニケーション行動評価概念(BKKV)を表わす日本語言語表現（－部）
【思いやりのある】
ゆきとどく、気がつく、察しがいい、気が利く
【思いやり】
気配り、思いやり、気遣い、心遣い、配慮
【思いやりのない】
不行き届き、ふつつか、気がつかない、不届き
【親切】
てあつい、丁重、ねんごろ、態勲？、まごころ、誠実、人情、情け深い、
親しい、懇篤、懇切、親身、親密、親しみ、優しい、打ち解けた
8０
【従順】
素直、大人しい、温順、従順、柔和、温柔、まじめ（おだやか）
【たてつく】
たてつく、手向かう、はむかう、反抗する、口答えする、文句をつける、
文句を言う、（物申す）
【礼儀】
礼儀、礼、わきまえ、作法、行儀、分、節度、良識、常識
【礼儀正しい】
わきまえる、礼儀正しい、行儀いい、分相応
!ひかえめ］
気兼ね、遠慮、控える、控えめ、つつまし〈
【距離を置く】
水臭い、よそよそしい、他人行儀、へだてがましい、うとうとしい、うち
とけない、儀式ばる、堅苦しい
【無礼】
無礼、失礼、不嵯、なれなれしい、無遠慮、無作法、失敬、非礼、非常識
【生意気】
でしゃばり、生意気、出すぎもの、でしゃばる、出過ぎる、差し出がまし
い、口出しする
8Ｚ
【尊大】
いばる、おたかく、留まる、高慢ちき、高慢、傲慢、`驍る、高ぶる、付け
上がる、不遜、横柄、思い上がる、うぬぼれる、増徴する、尊大
【無愛想】
無愛想、つれない、すげない、薄情（？）
【恥ずかしい】
みっともない、見苦しい、下品
【身勝手】
わがまま、勝手、身勝手、自分勝手、気まま、独りよがり
【当為】
相応、好ましい、望ましい、願わしい、ふさわしい、かなう、適当、<せ
に、だてら、なのに
